
事例内容・タイトル

出典

地方公共団体金融機構

団体名

事例区分 広域連携 タグ

事例種類

・教育・子育て
・事務の共同実施
・ICT

静岡県東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町

広域化・共同化

業務の概況と課題（教育（小・中学校の運営））

持続可能な地方行財政のあり方に関する研究会（第5回）

団体の属性 複数団体
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【課題解決に向けた取組】

〇 指導主事の共同設置（静岡県東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町）

・平成29年度から5町で3名の指導主事を共同設置。

・3名の指導主事は幹事町である南伊豆町の職員とし、給与を5町で案分し負担。

・地域を三分して（西伊豆町・松崎町／河津町・東伊豆町／南伊豆町）担当。

・各種研修会の講師や要請訪問等を行い、学習指導要領実施に向けたポイントの

周知など授業改善に向けた取組を実施。

・現場からは、「自校の教育活動の活性化につながった」「教員個々の研修意欲の

向上に繋がった」との声が多数。

〇 都道府県による条件不利地のスクールカウンセラーの確保支援

・スクールカウンセラーについては、国庫補助事業を活用して都道府県・指定都市が学校等への配置を推進することとされている。

・その上で長崎県では、県内全校でのスクールカウンセラー配置の目標達成と、離島への移住者の雇用確保の観点から、独自の取

組として長崎県が離島の学校のスクールカウンセラーを移住情報と併せて募集（長崎県が採用し学校に派遣）。

・令和４年度に２名のIターン者を確保し、現在も継続雇用中。

〇 遠隔教育におけるALTや外部専門家の活用

業務の概況と課題（教育（小・中学校の運営））

・他校のALTや海外在住の元ALTをオンラインでつなぎ、
ネイティブスピーカーと英語でやり取りする授業を実施

・離島の学校と本島の税務署職員をオンラインで
つなぎ租税教室を実施


